
西
豪
州
Ｃ
Ｂ
Ｈ
農
協
会
長
・Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
訪
日

国
際
農
協
間
取
引
を
通
じ
た
相
互
連
携
関
係
を
確
認（
畜
産
生
産
部
）

関西地区の商談会で国産農畜産物を
PR（営業開発部）

「ニッポンの食」でパワーリフティングを
応援（京都府本部）

第23回ひろしまクロスカントリー大会に
協賛（広島県本部）

秋田ノーザンブレッツRFCを
地元の食で応援（秋田県本部）

東京ガールズコレクションで
国産農畜産物の魅力発信（酪農部）

みのりみのるマルシェ
「秋田おばこの実り」（フードマーケット事業部）

SNSを活用して資材紹介（富山県本部）

ＪＡズームイン（ＪＡこうか・滋賀）

「工藤阿須加が行く 農業始めちゃいました」
スタート（広報・調査部）

「大将季＆紅甘夏グミ」「王林グミ」新発売
（営業開発部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA全農京都

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

6 

7
面

4

5

8

Web
限定

窓口機能強化研修会・農家対応力強化
研修会を実施（神奈川県本部）

資生堂パーラー銀座本店レストランに
岐阜県産食材が集結（岐阜県本部）

「静岡県産クラウンメロンサワー」
リニューアル発売（営業開発部）

2

3

ハウスで管理作業をするリバティーポートジャパン㈱の⻆裕二社長（6-7面）

全国で導入進む「はかる蔵」「うご蔵」
正確なモニタリングと手軽な環境制御機器（耕種資材部）

左からベン・マクマナラ氏（CBH農協CEO）、
菅野幸雄会長、サイモン・ステッド氏（CBH農
協会長）、野口栄理事長（2面）

勢ぞろいしたパワーリフティング日本ジュニア
選手団（3面）
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News!

関西地区の商談会で国産農畜産物をPR
フードストアソリューションズフェアに全農グループ出展 営業開発部

　
営
業
開
発
部
は
9
月
7
～
8
日
、全
農
グ
ル
ー
プ
会
社
と
関
西
地

区
の
小
売
業
向
け
商
談
会「
フ
ー
ド
ス
ト
ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

フ
ェ
ア
」（
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
）に
出
展
し
、
国
産
農
畜
産
物
・
加

工
品
の
提
案
を
通
じ
て
産
地
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

※
直
販
７
社
＝
全
国
農
協
食
品
、全
農
パ
ー
ル

ラ
イ
ス
、Ｊ
Ａ
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
、Ｊ
Ａ

全
農
た
ま
ご
、
Ｊ
Ａ
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
、

全
農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
、協
同
乳
業

　

全
農
グ
ル
ー
プ
で
は
直
販

７
社（
※
）が「
産
地
の
魅
力 

新
発
見
」を
共
通
テ
ー
マ
に
、

関
西
地
区
の
営
業
強
化
を
図
ろ

う
と
、
各
産
地
の
特
色
あ
る
商

品
や
、
農
協
シ
リ
ー
ズ
、
ニ
ッ

ポ
ン
エ
ー
ル
の
商
品
な
ど
を
展

示
し
ま
し
た
。

　
ブ
ー
ス
で
は
実
際
の
売
り
場

を
想
定
し
て
陳
列
し
、
試
食
も

提
供
し
ま
し
た
。「
豚
ロ
ー
ス

の
ご
当
地
味み

そ噌
漬
け
シ
リ
ー

ズ
」や
京
都
の
牛
乳
、
農
協
ご

は
ん
、ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
煮
卵
、

グ
ミ
な
ど
、
多
く
の
商
品
が
来

場
者
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

　

商
談
会
に
出
展
し
た
結
果
、

約
3
0
0
人
の
来
場
者
と
名

刺
を
交
換
し
、
今
後
、
商
談
依

頼
を
い
た
だ
い
た
取
引
先
へ
営

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
商
談
会
は
関
西
地
区
の

大
手
量
販
店
・
生
協
が
副
主
催

と
な
っ
て
お
り
、
全
国
各
地
の

４
０
０
社
を
超
え
る
食
品
企
業

が
バ
イ
ヤ
ー
に
P
R
し
ま
し

た
。
会
場
に
は
前
年
の
約
１
・

５
倍
の
１
万
４
０
０
０
人
を

超
え
る
バ
イ
ヤ
ー
が
来
場
し
ま

し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大
の
穀
物
取
扱
量
を
誇
る
C
B
H
農
協（
西

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）の
サ
イ
モ
ン
・
ス
テ
ッ
ド
会
長
と
ベ
ン
・
マ

ク
マ
ナ
ラ
C
E
O
が
9
月
13
日
、J
A
ビ
ル
を
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

C
B
H
農
協
は
1
0
0
周
年
、
全
農
は
50
周
年
の
節
目
を
迎
え
た

こ
と
を
互
い
に
祝
い
ま
し
た
。

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
1
0
0

基
を
超
え
る
集
荷
施
設
と
4
基

の
輸
出
施
設
を
運
営
し
て
お
り
、

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
穀
物
の

輸
出
シ
ェ
ア
は
圧
倒
的
首
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。C
B
H
農
協

と
全
農
は
50
年
を
超
え
る
長
年

の
取
引
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、

近
年
で
は
特
に
肉
牛
用
飼
料
の

製
造
に
欠
か
せ
な
い
飼
料
用
大

麦
に
つ
い
て
、
全
農
グ
ル
ー
プ

の
主
要
調
達
先
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
お
互
い
に
節
目
の
年
を
迎
え

た
こ
と
に
あ
た
り
、
全
農
か
ら

は
菅
野
幸
雄
会
長
が
代
表
し
、

C
B
H
会
長
と
の
記
念
品
の
交

換
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、双
方

に
お
け
る
最
近
の
事
業
環
境
や

将
来
的
な
事
業
戦
略
に
つ
い
て

協
議
し
、
今
後
は
さ
ら
に
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
相
互
の
農
協

組
織
発
展
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
世
界
的
な
人
口
増
加
を
背
景

に
飼
料
原
料
の
需
要
が
増
加
傾

向
に
推
移
す
る
中
、
輸
入
国
間

の
購
買
競
争
は
激
し
さ
を
増
す

状
況
と
な
っ
て
お
り
、
飼
料
原

料
の
安
定
確
保
の
た
め
の
調
達

先
と
の
連
携
強
化
は
今
後
さ
ら

に
重
要
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。

　
C
B
H
農
協
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
穀
物
主
要
産
地
で
あ
る

左からベン・マクマナラ氏（CBH農協CEO）、菅野幸雄
会長、サイモン・ステッド氏（CBH農協会長）、野口栄理
事長

来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
全
農
グ
ル
ー
プ
ブ
ー
ス

News!

西豪州CBH農協会長・CEOが訪日
国際農協間取引を通じた相互連携関係を確認 畜産生産部
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News!

「ニッポンの食」でパワーリフティングを応援
世界大会の日本ジュニア選手団をサポート 京都府本部

　
京
都
府
本
部
は
、
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
世
界
選
手
権
に
出
場
す
る
選
手
の

皆
さ
ん
に
食
材
を
提
供
し
、「
ニ
ッ
ポ
ン

の
食
」で
海
外
遠
征
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
8
月

27
日
～
9
月
4
日
、「
世
界
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
エ
ク
イ
ッ
プ
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
大
会（
男
女 
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
・

ジ
ュ
ニ
ア
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

大
会
に
出
場
し
た
日
本
代
表
選
手
の
皆

さ
ん
へ
、京
都
府
産
干
し
芋
、グ
リ
ー
ン

テ
ィ
ー
、全
農
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
飯
、

み
そ
汁
や
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
グ
ミ
を
提

供
し
、現
地
で
の
食
事
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
補

給
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
日
本
代
表
の
野
村
優
選
手
は
、
今
大

会
で
一
般
ア

ジ
ア
記
録
を

15
㌔
上
回
る

4
4
5
㌔
挙

げ
総
合
4
位

に
、
デ
ッ
ド

リ
フ
ト
種
目

で
は
2
0
0

㌔
を
挙
上
し

種
目
別
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得

し
て
い
ま
す
。

勢ぞろいしたパワーリフティング日本ジュニア選手団

News!

第23回ひろしまクロスカントリー大会に協賛
ゴールしたランナー全員に「藻塩はっさく水」を提供 広島県本部

　
広
島
県
本
部
は
、第
23
回
ひ
ろ
し
ま
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
に
協
賛
し
ま
し

た
。８
月
20
日
に
庄
原
市
の
道
後
山
高
原

ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
、参
加
し
た

ラ
ン
ナ
ー
に「
藻
塩
は
っ
さ
く
水
」を
提

供
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、自
然
豊
か
な
道
後
山
高
原
を

駆
け
抜
け
る
大
会
で
、
小
学
生
が
走
る

１
㌔
か
ら
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
走
る

８
㌔
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
。今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
規
模
を
縮
小
し
、２
０
１
９
年
以
来

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、６
３
１
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
い
る

広
島
県
本
部
は
、ゴ
ー
ル
後
、ラ
ン
ナ
ー

全
員
に「
藻
塩
は
っ
さ
く
水
」を
提
供
し

ま
し
た
。「
藻
塩
は
っ
さ
く
水
」は
、広
島

県
産
の
ハ
ッ
サ
ク
と「
海
人
の
藻
塩
」を

使
用
し
、
飲
み
や
す
く
仕
上
げ
た
飲
料

で
、作
業
や
運
動
後
の
水
分
・
塩
分
補
給

に
お
薦
め
で
す
。

　

広
島
県
本
部

は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
頑
張
る
人
た

ち
を「
ひ
ろ
し

ま
の
食
」を
通
じ

て
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
ま
す
。

News!

秋田ノーザンブレッツRFCを地元の食で応援
「あきたこまち」300㌔と牛乳・乳製品50セットを贈呈 秋田県本部

　
秋
田
県
本
部
は
9
月
10
日
、ジ
ャ
パ
ン

ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
イ
ー
ス
ト
リ
ー
グ
A

グ
ル
ー
プ
の
開
幕
を
控
え
る「
秋
田
ノ
ー

ザ
ン
ブ
レ
ッ
ツ
R
F
C
」を
地
元
秋
田
の

食
で
応
援
し
よ
う
と
、秋
田
県
産「
あ
き

た
こ
ま
ち
」３
０
０
㌔
と「
牛
乳
・
乳
製

品
」50
セ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
2
回
目
と
な
る
贈
呈
式
で
、秋

田
県
本
部
米
穀
部
の
吉
田
保
部
長
は「
秋

田
の
誇
る
お
米
と
牛
乳
・
乳
製
品
で
力
を

つ
け
、さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
ほ
し

い
」と
激
励
し
、同
ク
ラ
ブ
共
同
主
将
の

小
山
樹
基
選
手
に
レ
プ
リ
カ
の
米
俵
を
手

渡
し
ま
し
た
。ま
た
、園
芸
畜
産
部
の
木

元
健
史
次
長
が
共
同
主
将
の
齋
藤
健
也
選

手
へ
目
録
と
し
て
牛
乳
瓶
を
模
し
た
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
手
渡
し
た
ほ
か
、ミ
ス
あ
き
た

こ
ま
ち
が
古
屋
亮
太
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
へ
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　
齋
藤
選
手
は「
秋
田
の
食
に
支
え
ら
れ

て
、
こ
こ
ま
で

頑
張
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
た
。

A
グ
ル
ー
プ
で

も
活
躍
す
る
姿

を
見
せ
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
た

い
」と
意
気
込
み

を
話
し
ま
し
た
。

ゴール後「藻塩はっさく水」を
受け取るランナー
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News!

SNSを活用して資材紹介
JA若手職員のスキルアップにも貢献 富山県本部

　
富
山
県
本
部
は
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
と
協

力
し
、生
産
者
に
系
統
資
材
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、Y
o
u
T
u
b
e
動

画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
系
統
独
自
品
目
で
あ
る「
カ
ッ
パ
天

国
エ
ー
ス
」や
、除
草
作
業
の
省
力
化
提

案
と
し
て
、
茎
葉
処
理
除
草
剤「
ザ
ク

サ
液
剤
」と
土
壌
処
理
剤「
ダ
イ
ロ
ン
ゾ

ル
」の
混
用
に
つ
い
て
、作
業
手
順
や
散

布
方
法
を
メ
ー
カ
ー
担
当
者
と
と
も
に

詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
動
画
を
見

た
生
産
者
か
ら
は「
特
徴
が
分
か
り
や

す
い
」と
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
動
画
制
作

を
通
し
て
商
品
知
識

の
理
解
も
深
ま
り
、

経
験
の
浅
い
営
農
指

導
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
り
ま

し
た
。

動画はＪＡとなみ野YouTubeチャンネ
ルで公開中

ＪＡとなみ野
YouTube
チャンネルは
こちら

News!

みのりみのるマルシェ「秋田おばこの実り」
AGRIFUTURE「JA秋田おばこ」特集に合わせて銀座三越で開催 フードマーケット事業部

　

全
農
は
９
月
17
日
、A

 

G

 

R

 

I

 
F
 U 

T
U
R
E 

V
o
l

.98「
J
A
秋
田
お
ば

こ（
秋
田
県
）」の
発
行
に
合
わ
せ
、銀
座

三
越
9
階
で
み
の
り
み
の
る
マ
ル
シ
ェ

「
秋
田
お
ば
こ
の
実
り
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、こ
の
時
期
が

旬
の
リ
ン
ゴ
や
、エ
ダ
マ
メ
・
ネ
ギ
・
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
新
鮮
野
菜
、
お
米

「
あ
き
た
こ
ま
ち
」を
は
じ
め
、秋
田
名
物

「
い
ぶ
り
が
っ
こ
」な
ど
、産
地
を
代
表
す

る
農
産
物
な
ど
を
取
り
そ
ろ
え
販
売
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
多
く
の
お
客
さ
ま
が
来
店
さ

れ
、「
秋
田
は
お
い
し
い
も
の
が
多
い
で

す
よ
ね
」「
と
て
も
新

鮮
な
野
菜
が
買
え
て

満
足
で
す
」「
秋
田
出

身
な
の
で
こ
の
雰
囲

気
が
懐
か
し
い
」な

ど
、温
か
い
声
を
多
数

い
た
だ
き
ま
し
た
。

みのりみのるマルシェ「秋田
おばこの実り」で新鮮野菜な
どを販売

AGRI
FUTUREは
こちら

News!

東京ガールズコレクションで国産農畜産物の魅力発信
ケータリングエリアで「農協牛乳」フルーツラテ配布 酪農部

　
全
農
は
、東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
主
催
す
る
㈱
W 

T
O
K
Y
O
と
、

共
同
で
ス
イ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド 

「
c
o
l

.

a
.f
r
u
i
t
s
（
カ
ラ
フ
ル
）」を
展

開
す
る
㈱
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
キ
ャ
ピ
タ
ル

と
連
携
し
、若
い
世
代
へ
の
国
産
農
畜
産

物
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
昨
今
、若
者
の
牛
乳
離
れ
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、乳

製
品
の
過
剰
在
庫
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。全
農
は
、若
年
層
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
W 

T
O
K
Y
O

と
連
携
し
、若
い
世
代
へ
の
国
産
農
畜
産

物
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
9
月

3
日
に
開
か
れ
た
東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
エ
リ
ア
で
、

「
c
o
l

.a

.f
r
u
i
t
s
」の
商
品
で

あ
る
牛
乳
と
果
実
を
使
っ
た「
フ
ル
ー
ツ

ラ
テ
」を
配
布
。ラ
テ
に
は
子
会
社
・
協
同

乳
業
の「
農
協
牛
乳
」を
原
料
と
し
て
提

供
し
、出
演
者
の
方
に
会
場
や
S
N
S
で

た
く
さ
ん
P
R
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自由にカスタマイズで
きる「フルーツラテ」
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概要 （2022年3月31日現在）

正組合員数� 5822人
准組合員数� 1万1218人
職員数� 330人
販売品取扱高� 33億7千万円
購買品取扱高� 13億5千万円
貯金残高� 1817億4千万円
長期共済保有高� 4486億9千万円
主な農畜産物　　　　 米穀、野菜、茶

茶
業
発
祥
の
地
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
近
江
の
茶
」は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
な
ど
に

よ
り
、
出
荷
量
の
減
少
や
価
格

の
下
落
な
ど
の
影
響
を
受
け
ま

し
た
が
、「
近
江
の
茶
」の
消
費

拡
大
に
取
り
組
む
た

め
、
全
農
滋
賀
県
本
部

が
事
業
主
体
と
な
り
国

の
茶
緊
急
対
策
事
業
を

活
用
。
Ｊ
Ａ
こ
う
か
が

「
近
江
の
茶
」の
試
供
品

を
作
成
し
滋
賀
県
本
部

と
と
も
に
全
国
で
配
布

し
、「
近
江
の
茶
」の
認

知
と
消
費
拡
大
を
目
指

し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
、
試
供
品
の
配
布
を

き
っ
か
け
に
、「
近
江
の
茶
」の

良
さ
と
産
地
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ

る
た
め「
近
江
の
茶
」リ
ー
フ
茶

と「
近
江
の
茶
」テ
ィ
ー
バ
ッ
グ

茶
の
新
商
品
を
開
発
。
茶
葉
に

は「
近
江
の
茶
」の
二
大
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る「
土
山
茶
」と「
朝
宮

茶
」を
ブ
レ
ン
ド
。パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
、
同
市
が「
忍
者
の
里
」と
し

て
有
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
茶

畑
と
忍
者
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

鮮
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
幅

広
い
年
齢
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

こ
と
を
目
指
し
た
新
し
い
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
仕
上
げ
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、「
第
72
回
全
国
植
樹

祭
し
が
2
0
2
2
」開
催
を
機

ＪＡこうか
（滋賀県）

「
近
江
の
茶
」の
認
知
と
消
費
拡
大

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
産
地
一
丸

　
「
近
江
の
茶
」の
起
源
を
た
ど

れ
ば
、平
安
初
期
の
8
0
5
年
、

伝
教
大
師
最
澄
が
唐
の
国
よ
り

茶
の
種
子
を
持
ち
帰
り
、
比
叡

山
山
麓
に
ま
い
た
こ
と
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
比

叡
山
の
麓
に
あ
る
日
吉
大
社
の

ほ
と
り
に
は
、
そ
の

時
の
も
の
と
伝
わ
る

茶
園
が
あ
り
、
日
本

　
Ｊ
Ａ
こ
う
か
は
滋
賀
県
の
南

東
部
に
位
置
し
、
甲
賀
市
・
湖

南
市
の
２
市
を
活
動
区
域
と
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
甲
賀
市
は

県
内
最
大
の
茶
産
地
で「
近
江

の
茶
」の
主
産
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。

に
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発

目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
つ
な
が
る

環
境
に
優
し
い
紙
製
飲
料
容
器

を
使
用
し
た「
近
江
の
茶
」カ
ー

ト
カ
ン
を
開
発
、
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。カ
ー
ト
カ
ン
は
、間

伐
材
を
含
む
国
産
材
を
30
%
以

上
使
用
し
た
エ
コ
容
器
。
持
続

可
能
な
社
会
の
発
展
に
向
け
、

カ
ー
ト
カ
ン
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
小
学
校

や
県
内
の
子
ど
も
食
堂
に「
近

江
の
茶
」カ
ー
ト
カ
ン
を
寄
贈
。

子
ど
も
た
ち
に
も
特
産
の
近
江

の
茶
に
親
し
ん
で
も
ら
う
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
こ
う
か
で
は
、「
近
江
の

茶
」の
販
売
を
通
じ
さ
ら
な
る

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
と
生
産

者
の
生
産
意
欲
・
所
得
向
上
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

三重県

滋賀県京都府

岐阜県福井県

茶
緊
急
対
策
事
業
を
活
用
し

全
農
県
本
部
と
試
供
品
配
布

全
国
植
樹
祭
を
契
機
に

エ
コ
容
器
で
の
販
売
も

「近江の茶」のリーフ茶とティーバッグ茶、カートカン

※
商
品
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
は
J
A
こ
う
か

　

茶
加
工
セ
ン
タ
ー（
℡
0
7
4
8
¦

6
3
¦

2
2
8
2
）

第72回全国植樹祭しが2022会場での販売・PR
風景
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　「は
か
る
蔵
」は
ハ
ウ
ス
内
の
環
境

を
簡
単
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

機
器
で
、
親
機
、
子
機
か
ら
な
り
ま

す
。
観
測
地
点
が
増
え
て
も
子
機
の

追
加
だ
け
で
対
応
可
能
で
き
る
の

で
、
安
価
に
増
設
可
能
で
す
。
設
置

に
特
別
な
工
事
は
必
要
な
く
、
各
機

器
に
電
源
が
確
保
で
き
れ
ば
即
使
用

で
き
ま
す
。

　子
機
は
気
温
・
湿
度
・
地
温
・
日

照
・
二
酸
化
炭
素（
C
O 

2
）の
測
定

が
可
能
で
す
。「
は
か
る
蔵
」の
C

O
2
セ
ン
サ
ー
の
校
正
は
セ
ン
サ
ー
を

取
り
外
し
て
ハ
ウ
ス
外
に一定
時
間
置

く
だ
け
な
の
で
、
非
常
に
容
易
に
行

え
ま
す
。
親
機
・
子
機
共
に
複
数
の

特
許
を
取
得
し
て
お
り
、
堅
牢
性
・

精
度
面
な
ど
で
他
社
と
の
差
別
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
で

M
E
T
E
R（
旧
D
E
C
A
G

O
N
）社
の
セ
ン
サ
ー
を
採
用
し
た

土
壌
E
C（
電
気
伝
導
度
）子
機
や
、

土
壌
p
F（
土
壌
水
分
）、
外
気
温

な
ど
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
現
場
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
機
能
を
追
加
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　観
測
デ
ー
タ
の
確
認
は
パ
ソ
コ
ン

だ
け
で
な
く
、
専
用
の
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

も
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま

た
日
誌
機
能
も
あ
り
、潅
水
・
施
肥
・

薬
散
・
出
荷
実
績
・
生
育
調
査（
写

真
・
画
像
含
む
）な
ど
の
記
録
デ
ー

タ
を
蓄
積
す
る
ほ
か
、
過
去
の
作
業

ま
す
。

　近
年
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
器

や
環
境
制
御
機
器
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
興
味
は
あ
る
も
の
の

設
置
や
使
い
方
が
難
し
そ
う
と
い
う

こ
と
で
敬
遠
し
た
り
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
が
高
い
と
い
っ
た
理
由
で
ま
だ
導

入
し
て
い
な
い
方
に
は「
ぜ
ひ一度
、
は

か
る
蔵
、
う
ご
蔵
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
」
と
薦
め
て
い
ま
す
。

　「は
か
る
蔵
」の
主
な
活
用
方
法
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
が
、
ト
マ

ト
や
イ
チ
ゴ
な
ど
を
栽
培
す
る
際
に

ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
と
若
手
生
産
者
で

導
入
し
て
も
ら
い
、
環
境
デ
ー
タ
や

土
壌
の
デ
ー
タ
を
共
有
で
き
る
よ
う

に
し
て
栽
培
を
行
う
と
い
う
も
の
で

す
。
デ
ー
タ
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
の
環
境
デ
ー
タ

を
目
安
と
し
て
、
若
手
生
産
者
が
そ

の
値
に
近
づ
け
る
よ
う
管
理
し
、
土

壌
水
分
も
p
F
を
測
る
こ
と
で
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
の
管
理
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
収
量
の
底

上
げ
を
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
が
各

地
で
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

記
録
の
確
認
や
、
従
業
員
と
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
共
有
が
可
能
で
す
。
加
え

て
日
誌
で
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
は
農
業

生
産
工
程
管
理（
G
A
P
）認
証
向

け
の
機
能
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　「う
ご
蔵
」は「
は
か
る
蔵
」に
接
続

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
手
軽

な
複
合
環
境
制
御
機
器
で
す
。「
は

か
る
蔵
」で
計
測
し
た
デ
ー
タ
を
基

に
、
基
本
プ
ラ
ン
で
最
大
12
段
階
、

高
性
能
プ
ラ
ン
で
最
大
48
段
階
の
自

動
制
御
が
可
能
で
す
。
自
動
制
御
す

る
設
定
値
は
ア
プ
リ
を
通
じ
て
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
設
定
で
き
る
ほ
か
、
遠

隔
操
作
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、「
う
ご
蔵
」で
は
暖
房
機
、
光

合
成
促
進
機
、
潅
水
装
置
、
ミ
ス
ト
、

循
環
扇
な
ど
の
制
御
に
対
応
し
て
い

け
ん
ろ
う

か
ん
す
い

正
確
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
手
軽
な
環
境
制
御
機
器

リ
バ
テ
ィ
ー
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱

全
国
で
導
入
進
む「
は
か
る
蔵
」「
う
ご
蔵
」

「はかる蔵」と土壌水分計

「うご蔵」本体

「
は
か
る
蔵
」の
ア
プ
リ
画
面

ハ
ウ
ス
で
管
理
作
業
を
す
る
⻆
社
長

手
軽
な
複
合
環
境
制
御

「
う
ご
蔵
」

篤
農
家
の
管
理
基
準
を

見
え
る
化
し
て
底
上
げ

　私
が
就
農
し
た
の
は
2
0
0
8

年
に
な
り
ま
す
。
新
規
就
農
で
、

大
分
県
で
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
現
在
も
圃
場
の
経
営
を
し
な

が
ら「
は
か
る
蔵
」「
う
ご
蔵
」の
開

発
、
販
売
を
進
め
て
い
ま
す
。

　当
時
か
ら
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装

置
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

価
格
が
高
く
、
パ
ソ
コ
ン
を
圃
場
に

設
置
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
な
ど

導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
比
較
的
早
い
段
階
で

収
量
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
後
輩
に
指
導
す
る
こ
と

も
増
え
ま
し
た
が
、
感
覚
で
伝
え
る

の
は
難
し
く
、
こ
れ
を
数
字
で
伝
え

ら
れ
れ
ば
お
互
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
情

報
を
認
識
で
き
る
な
と
思
い
ま
し

た
。
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
必
要
な

品
質
と
機
能
、
そ
れ
を
導
入
し
や

す
い
価
格
帯
で
作
っ
て
生
産
者
の
レ

ベ
ル
を
底
上
げ
し
た
い
。
こ
れ
が
開

発
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　特
に
湿
度
セ
ン
サ
ー
の
正
確
性
に

は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
環
境
制
御

と
言
わ
れ
る
と
飽
差
管
理
と
言
う

言
葉
を
多
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
正
確
な
湿

度
を
継
続
し
て
測
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
セ
ン
サ
ー
周
り
の
構
造

を
工
夫
し
て
正
確
性
の
高
い
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
壌
水
分
計
も
自
社
で
製

造
し
て
お
り
、
こ
れ
を
使
う
こ
と
で

潅
水
の
指
標
を
デ
ー
タ
で
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
も

特
徴
で
す
。

　い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
る
こ
と
は

あ
る
の
で
す
が
、
労
務
管
理
ソ
フ
ト

の
開
発
・
提
供
を
進
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
は
か
る
蔵
」
と
同
じ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
生
産
者
の
目

線
で
作
っ
た
使
い
や
す
い
も
の
を
提

供
し
て
農
業
の
底
上
げ
に
貢
献
し

た
い
で
す
ね
。

※「
は
か
る
蔵
」「
う
ご
蔵
」の
問
い
合
わ
せ

は
、
全
農 

耕
種
資
材
部 

園
芸
資
材
課

（
電
0
3
|

6
2
7
1
|

8
3
1
0
）

―
―「
は
か
る
蔵
」開
発
の

き
っ
か
け
は
？

―
―
リ
バ
テ
ィ
ー
ポ
ー
ト

ジ
ャ
パ
ン
の
製
品
の
強
み
は
？

―
―
今
後
の
展
開
を

教
え
て
く
だ
さ
い

生
産
者
の
目
線
で
作
り

使
い
や
す
い
機
器
を

ほ
じ
ょ
う

⻆裕二 社長

リ
バ
テ
ィ
ー
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
⻆
裕
二
社
長

　
施
設
園
芸
で
環
境
制
御
を
考
え
る
際
、
ま
ず
は
ハ
ウ
ス
内
が
ど
の
よ
う

な
環
境
に
あ
る
の
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必

要
な
資
材
と
し
て
、
全
農
で
は
正
確
性
の
高
い
デ
ー
タ
を
手
の
届
き
や
す

い
価
格
で
測
定
可
能
な
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置「
は
か
る
蔵
」を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
こ
の「
は
か
る
蔵
」と
、
複
合
環
境
制
御
機
器
の「
う
ご
蔵
」

は
リ
バ
テ
ィ
ー
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
が
製
造
し
、
九
州
・
東
海
地
区
を
中
心

に
現
在
全
国
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　      

【
耕
種
資
材
部
】

簡
単
設
置
で
正
確
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ「
は
か
る
蔵
」

ぞ
う

ぞ
う
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　「は
か
る
蔵
」は
ハ
ウ
ス
内
の
環
境

を
簡
単
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

機
器
で
、
親
機
、
子
機
か
ら
な
り
ま

す
。
観
測
地
点
が
増
え
て
も
子
機
の

追
加
だ
け
で
対
応
可
能
で
き
る
の

で
、
安
価
に
増
設
可
能
で
す
。
設
置

に
特
別
な
工
事
は
必
要
な
く
、
各
機

器
に
電
源
が
確
保
で
き
れ
ば
即
使
用

で
き
ま
す
。

　子
機
は
気
温
・
湿
度
・
地
温
・
日

照
・
二
酸
化
炭
素（
C
O 

2
）の
測
定

が
可
能
で
す
。「
は
か
る
蔵
」の
C

O
2
セ
ン
サ
ー
の
校
正
は
セ
ン
サ
ー
を

取
り
外
し
て
ハ
ウ
ス
外
に一定
時
間
置

く
だ
け
な
の
で
、
非
常
に
容
易
に
行

え
ま
す
。
親
機
・
子
機
共
に
複
数
の

特
許
を
取
得
し
て
お
り
、
堅
牢
性
・

精
度
面
な
ど
で
他
社
と
の
差
別
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
で

M
E
T
E
R（
旧
D
E
C
A
G

O
N
）社
の
セ
ン
サ
ー
を
採
用
し
た

土
壌
E
C（
電
気
伝
導
度
）子
機
や
、

土
壌
p
F（
土
壌
水
分
）、
外
気
温

な
ど
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
現
場
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
機
能
を
追
加
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　観
測
デ
ー
タ
の
確
認
は
パ
ソ
コ
ン

だ
け
で
な
く
、
専
用
の
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

も
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま

た
日
誌
機
能
も
あ
り
、潅
水
・
施
肥
・

薬
散
・
出
荷
実
績
・
生
育
調
査（
写

真
・
画
像
含
む
）な
ど
の
記
録
デ
ー

タ
を
蓄
積
す
る
ほ
か
、
過
去
の
作
業

ま
す
。

　近
年
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
器

や
環
境
制
御
機
器
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
興
味
は
あ
る
も
の
の

設
置
や
使
い
方
が
難
し
そ
う
と
い
う

こ
と
で
敬
遠
し
た
り
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
が
高
い
と
い
っ
た
理
由
で
ま
だ
導

入
し
て
い
な
い
方
に
は「
ぜ
ひ一度
、
は

か
る
蔵
、
う
ご
蔵
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
」
と
薦
め
て
い
ま
す
。

　「は
か
る
蔵
」の
主
な
活
用
方
法
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
が
、
ト
マ

ト
や
イ
チ
ゴ
な
ど
を
栽
培
す
る
際
に

ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
と
若
手
生
産
者
で

導
入
し
て
も
ら
い
、
環
境
デ
ー
タ
や

土
壌
の
デ
ー
タ
を
共
有
で
き
る
よ
う

に
し
て
栽
培
を
行
う
と
い
う
も
の
で

す
。
デ
ー
タ
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
の
環
境
デ
ー
タ

を
目
安
と
し
て
、
若
手
生
産
者
が
そ

の
値
に
近
づ
け
る
よ
う
管
理
し
、
土

壌
水
分
も
p
F
を
測
る
こ
と
で
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
の
管
理
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
収
量
の
底

上
げ
を
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
が
各

地
で
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

記
録
の
確
認
や
、
従
業
員
と
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
共
有
が
可
能
で
す
。
加
え

て
日
誌
で
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
は
農
業

生
産
工
程
管
理（
G
A
P
）認
証
向

け
の
機
能
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

　「う
ご
蔵
」は「
は
か
る
蔵
」に
接
続

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
手
軽

な
複
合
環
境
制
御
機
器
で
す
。「
は

か
る
蔵
」で
計
測
し
た
デ
ー
タ
を
基

に
、
基
本
プ
ラ
ン
で
最
大
12
段
階
、

高
性
能
プ
ラ
ン
で
最
大
48
段
階
の
自

動
制
御
が
可
能
で
す
。
自
動
制
御
す

る
設
定
値
は
ア
プ
リ
を
通
じ
て
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
設
定
で
き
る
ほ
か
、
遠

隔
操
作
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、「
う
ご
蔵
」で
は
暖
房
機
、
光

合
成
促
進
機
、
潅
水
装
置
、
ミ
ス
ト
、

循
環
扇
な
ど
の
制
御
に
対
応
し
て
い

け
ん
ろ
う

か
ん
す
い

正
確
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
手
軽
な
環
境
制
御
機
器

リ
バ
テ
ィ
ー
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱

全
国
で
導
入
進
む「
は
か
る
蔵
」「
う
ご
蔵
」

「はかる蔵」と土壌水分計

「うご蔵」本体

「
は
か
る
蔵
」の
ア
プ
リ
画
面

ハ
ウ
ス
で
管
理
作
業
を
す
る
⻆
社
長

手
軽
な
複
合
環
境
制
御

「
う
ご
蔵
」

篤
農
家
の
管
理
基
準
を

見
え
る
化
し
て
底
上
げ

　私
が
就
農
し
た
の
は
2
0
0
8

年
に
な
り
ま
す
。
新
規
就
農
で
、

大
分
県
で
イ
チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
現
在
も
圃
場
の
経
営
を
し
な

が
ら「
は
か
る
蔵
」「
う
ご
蔵
」の
開

発
、
販
売
を
進
め
て
い
ま
す
。

　当
時
か
ら
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装

置
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

価
格
が
高
く
、
パ
ソ
コ
ン
を
圃
場
に

設
置
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
な
ど

導
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
く
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
比
較
的
早
い
段
階
で

収
量
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
後
輩
に
指
導
す
る
こ
と

も
増
え
ま
し
た
が
、
感
覚
で
伝
え
る

の
は
難
し
く
、
こ
れ
を
数
字
で
伝
え

ら
れ
れ
ば
お
互
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
情

報
を
認
識
で
き
る
な
と
思
い
ま
し

た
。
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
必
要
な

品
質
と
機
能
、
そ
れ
を
導
入
し
や

す
い
価
格
帯
で
作
っ
て
生
産
者
の
レ

ベ
ル
を
底
上
げ
し
た
い
。
こ
れ
が
開

発
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　特
に
湿
度
セ
ン
サ
ー
の
正
確
性
に

は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
環
境
制
御

と
言
わ
れ
る
と
飽
差
管
理
と
言
う

言
葉
を
多
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
正
確
な
湿

度
を
継
続
し
て
測
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
セ
ン
サ
ー
周
り
の
構
造

を
工
夫
し
て
正
確
性
の
高
い
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
壌
水
分
計
も
自
社
で
製

造
し
て
お
り
、
こ
れ
を
使
う
こ
と
で

潅
水
の
指
標
を
デ
ー
タ
で
共
有
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
も

特
徴
で
す
。

　い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
る
こ
と
は

あ
る
の
で
す
が
、
労
務
管
理
ソ
フ
ト

の
開
発
・
提
供
を
進
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
は
か
る
蔵
」
と
同
じ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
生
産
者
の
目

線
で
作
っ
た
使
い
や
す
い
も
の
を
提

供
し
て
農
業
の
底
上
げ
に
貢
献
し

た
い
で
す
ね
。

※「
は
か
る
蔵
」「
う
ご
蔵
」の
問
い
合
わ
せ

は
、
全
農 

耕
種
資
材
部 

園
芸
資
材
課

（
電
0
3
|

6
2
7
1
|

8
3
1
0
）

―
―「
は
か
る
蔵
」開
発
の

き
っ
か
け
は
？

―
―
リ
バ
テ
ィ
ー
ポ
ー
ト

ジ
ャ
パ
ン
の
製
品
の
強
み
は
？

―
―
今
後
の
展
開
を

教
え
て
く
だ
さ
い

生
産
者
の
目
線
で
作
り

使
い
や
す
い
機
器
を

ほ
じ
ょ
う

⻆裕二 社長

リ
バ
テ
ィ
ー
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
⻆
裕
二
社
長

　
施
設
園
芸
で
環
境
制
御
を
考
え
る
際
、
ま
ず
は
ハ
ウ
ス
内
が
ど
の
よ
う

な
環
境
に
あ
る
の
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必

要
な
資
材
と
し
て
、
全
農
で
は
正
確
性
の
高
い
デ
ー
タ
を
手
の
届
き
や
す

い
価
格
で
測
定
可
能
な
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置「
は
か
る
蔵
」を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
こ
の「
は
か
る
蔵
」と
、
複
合
環
境
制
御
機
器
の「
う
ご
蔵
」

は
リ
バ
テ
ィ
ー
ポ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
が
製
造
し
、
九
州
・
東
海
地
区
を
中
心

に
現
在
全
国
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
　      

【
耕
種
資
材
部
】

簡
単
設
置
で
正
確
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ「
は
か
る
蔵
」

ぞ
う

ぞ
う
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JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

ＪＡ全農京都

　「紫ずきん」は京都丹波黒大豆をエダマメとして9月から食
べられるよう改良したもので、京のブランド産品として認証さ
れています。豆の薄皮と粒がうっすらと紫色になり、頭巾の
ような形をしていることから名付けられました。
　一般的なエダマメや黒豆と比べてさやと粒が大きい「紫ず
きん」は、こくのあるうまみともちもち食感を楽しむことができ
ます。今晩のおかずの一品に、お酒のおつまみとして、ぜひ
一度ご賞味ください。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農のインターネットショッピングモール

紫ずきん 秀品 1kg （200ｇ×5袋）
……3500円（税込み）

新番組「工藤阿須加が行く
農業始めちゃいました」
10月5日（水）スタート
毎週水曜 よる10：00～10：30

番組の詳細は
こちらから

　全農が提供するBS朝日の新番組「工藤
阿須加が行く 農業始めちゃいました」が10
月5日から始まりました。2021年から本格的
に農業を始めた俳優の工藤阿須加さんが、
新規就農者を訪問し農業の魅力を発信しま
す。　　　　　　　　　　【広報・調査部】
　この番組は「農業のことをもっと知りたい！」
と思っている工藤さんが、農業を始めたこと
で初めて分かったこと、味わった苦労・得た
喜びなどを、同年代の就農者を訪ね、その
思いに迫っていきます。これまでに特別番組
として2回放送され、好評につきレギュラー

化が決定。 工藤さん自身にとって初冠となる
記念すべき番組が10月よりスタートしました。
　俳優業同様、農業にも力を入れる工藤さ
んは新番組について、「改めて冠番組がレギ
ュラー化されるのはプレッシャーですが、農
家の現状や思いをなるべくストレートに伝え
られるよう、僕自身も頑張っていきます！ 」と意
気込みを語ってくれました。
　農業を取り巻く現状を“就
農”というキーワードをもとに
発信していく新番組をぜひご
視聴ください。

　全農はJA鹿児島県経済連と連携して
ニッポンエールグミ「鹿児島県産大将季
＆紅甘夏グミ」、青森県本部と連携して
「青森県産王林グミ」を商品化しました。
9月26日から全国の量販店などで発売
しています。ニッポンエールグミは32都
道府県産の果実で42種類となりました。

【営業開発部】
　「鹿児島県産大将季＆紅甘夏グミ」
は、JA鹿児島いずみが供給した「大将
季」「紅甘夏」を使用し、ニッポンエー

ルでは鹿児島県産果実を使用した初
めてのグミとなります。「青森県産王林
グミ」は、JAつがる弘前などがリンゴ「王
林」を供給し、青森県産果実を使用し
たニッポンエールグミでは同様に初とな
ります。
　全農は、日本の素晴らしい果実を、
若い世代にも手軽に広く知ってもらうた
めに、今後も各産地、JAと連携して、47
都道府県の特色ある果実を使用したグ
ミシリーズの発売を計画していきます。

©BS朝日

BS朝日新番組 就農をキーワードに農業の現状を発信
「工藤阿須加が行く 農業始めちゃいました」
スタート

「鹿児島県産大将季
＆紅甘夏グミ」と

「青森県産王林グミ」

鹿児島産かんきつ・青森産リンゴでニッポンエールグミ

「大将季＆紅甘夏グミ」「王林グミ」新発売
西
豪
州
Ｃ
Ｂ
Ｈ
農
協
会
長
・Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
訪
日

国
際
農
協
間
取
引
を
通
じ
た
相
互
連
携
関
係
を
確
認（
畜
産
生
産
部
）

関西地区の商談会で国産農畜産物を
PR（営業開発部）

「ニッポンの食」でパワーリフティングを
応援（京都府本部）

第23回ひろしまクロスカントリー大会に
協賛（広島県本部）

秋田ノーザンブレッツRFCを
地元の食で応援（秋田県本部）

東京ガールズコレクションで
国産農畜産物の魅力発信（酪農部）

みのりみのるマルシェ
「秋田おばこの実り」（フードマーケット事業部）

SNSを活用して資材紹介（富山県本部）

ＪＡズームイン（ＪＡこうか・滋賀）

「工藤阿須加が行く 農業始めちゃいました」
スタート（広報・調査部）

「大将季＆紅甘夏グミ」「王林グミ」新発売
（営業開発部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA全農京都

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

6 

7
面

4

5

8

Web
限定

窓口機能強化研修会・農家対応力強化
研修会を実施（神奈川県本部）

資生堂パーラー銀座本店レストランに
岐阜県産食材が集結（岐阜県本部）

「静岡県産クラウンメロンサワー」
リニューアル発売（営業開発部）

2

3

ハウスで管理作業するリバティ―ポートジャパン㈱の⻆裕二社長（6-7面）

全国で導入進む「はかる蔵」「うご蔵」
正確なモニタリングと手軽な環境制御機器（耕種資材部）

左からベン・マクマナラ氏（CBH農協CEO）、
菅野幸雄会長、サイモン・ステッド氏（CBH農
協会長）、野口栄理事長（2面）

勢ぞろいしたパワーリフティング日本ジュニア
選手団（3面）
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